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科目基礎情報
科目番号 0064 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械・エネルギーコース 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 4
教科書/教材 書名：ｴﾝｼﾞﾝ-ｶﾞｿﾘﾝ/ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ新機械設計製図演習3　　著者：若林克彦　　発行所：オーム社
担当教員 石川 信幸
到達目標
機関の構造や設計法の理解、組立図と部品図の作成を目標とする。
・熱機関の機械的構造を理解できる。
・機械的構造を理解し、機械部材・要素の設計ができること。
・組立図及び部品図において設計諸元や計算値を忠実に作図できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

熱機関の機械的構造を理解し、与
えられた諸元を満たすための性能
・強度計算をして設計書を作成で
きること

諸元を満たすための性能計算や強
度計算を設計書としてまとめるこ
とができ、その内容（設計方針・
丁寧さ・正確さ・修正経過等）が
極めて良好なもので、なおかつ単
元毎の提出期限を厳守している

設計書をまとめることができ、そ
の内容が良好なもので、なおかつ
期限を守り提出することができる

設計書が未提出または、設計書の
内容に著しい不備がある

設計書に基づき、設計諸元や計算
値を忠実に再現し、JIS製図規格に
準じた組立図及び部品図を
ＣＡＤにより作図できること

組立図及び部品図について、設計
諸元や計算値を作図することがで
き、その内容（設計書との対応・
形状構造の独自性・操作や保守と
言った機能性・JIS製図規約に沿っ
た表現表記・製作に必要な寸法記
入等）が極めて良好なもので、な
おかつ提出期限を厳守している

組立図及び部品図について、その
内容が設計諸元や計算値に準じて
おり、製作図として容認されるも
ので、なおかつ期限を守り提出で
きる

図面の未提出、図面の内容が設計
書の内容に全く準じていない、ま
たは、著しい不備がある

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 2 要素技術や融合・複合システムの設計・分析・評価等の基盤技術を身に付ける
学習・教育到達度目標 4 エネルギー技術と工学の社会的な役割を理解し、技術的課題を解決できる能力を身に付ける
JABEE D1 専門分野に関する工業技術を理解し、応用する能力
学士区分 1 機械系
選択科目 12 機械系
教育方法等

概要
典型的な内燃機関を題材として、ここではガソリン機関の設計および製図を行う。
専門科目で学んだ理論や解析法の具体的な適用例を取り扱い、設計課題に対して柔軟に対応できる能力と機械的構造に
対する理解力を養う。

授業の進め方・方法
内燃機関を題材とした機械要素や運動機構といった各種の設計検討について解説する。
その応用として、各自がこれまでに学習してきた力学の知識に基づいて、具体的な機械仕様に応じた設計検討と設計書
の作成、及びCADを用いた作図を行う。

注意点

・授業の内容では、各学年において開講される設計や製図に関する科目で習得する専門知識が必要とされることに留意
すること。
・設計や製図に関する学習の総仕上げとして、これまでの習得した専門知識を十分活用し、設計計画においては創造力
を発揮すること。
・設計書の作成、組立図や部品図の作図は計画的に取り組み、課題の提出期日を厳守すること。
・設計は主に教室、CAD製図は共通演習棟(5号棟)3階の機械CAD室で行う。
　　なお、機械CAD室を使用できる時間には限りがあるのでCAD作図は能率よく進めること。
・普段の予習や復習は設計製図においても大切であり、自学自習の時間を有効に使って設計計算やCAD製図に取り組む
こと。
　　予習としては、材料力学や工業力学の分野を中心に、次回の授業に関連する力学計算や運動機構の働きについて予
め確認して授業に臨むこと。
　　復習では課題の設計や作図に取り組むと共に、その内容を専門科目の内容に重ねて確認し、設計製図に関する理解
を深めること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週
ガイダンス、
設計製図の概要
設計諸元の決定

専門科目と機械設計に関わる事項の関係を理解できる
。
内燃機関において必要とされる構造や機構を理解でき
る。
設計計画を立案できる。

2週 内燃機関の性能試算
設計諸元として要求される性能値の定義を理解できる
。
設計諸元に対応する行程容積・作動ガスの温度と圧力
と性能値を計算できる。

3週 ピストンの設計 強度計算により、設計諸元に対応する主運動部分の形
状を決定できる。

4週 連接棒の設計 内燃機関の主運動部分の形状と荷重の作用を理解でき
る。

5週 〃 〃

6週 クランク軸の設計
フライホイールの設計

ガソリン機関において必要とされる構造や機構を理解
できる。



7週 シリンダの設計
燃焼室の設計・弁機構の検討

設計諸元に対応するシリンダ部の形状を、容積計算に
もとづいて決定できる。
動弁機構を構成する部品の形状や配置を理解できる。

8週 組立図の作図における留意点 ガソリン機関の組立図の作図に関する留意点を理解で
きる。

4thQ

9週 組立図の作図 CADを利用して、各自の設計値に基づいたガソリン機
関の組立図を作図できる。

10週 〃 〃
11週 〃 〃

12週 部品図の作図における留意点 ガソリン機関の部品図の作図に関する留意点を理解で
きる。

13週 部品図の作図 CADを利用して、各自の設計値に基づいたガソリン機
関の部品図を作図できる。

14週 〃 〃
15週 〃 〃
16週 〃 設計書、図面を提出できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 機械系分野

製図

図面の役割と種類を適用できる。 4 後1
製図用具を正しく使うことができる。 4 後1,後7
線の種類と用途を説明できる。 4 後1,後7

製作図の書き方を理解し、製作図を作成することができる。 4
後11,後
12,後13,後
14

部品のスケッチ図を書くことができる。 4 後2,後3,後
4,後5

CADシステムの役割と基本機能を理解し、利用できる。 4
後11,後
12,後13,後
14

ボルト・ナット、軸継手、軸受、歯車などの機械要素の図面を作
成できる。 4 後2,後4,後

5

機械設計

標準規格の意義を説明できる。 4

許容応力、安全率、疲労破壊、応力集中の意味を説明できる。 4
後2,後3,後
4,後7,後
8,後9,後10

ねじ、ボルト・ナットの種類、特徴、用途、規格を理解し、適用
できる。 4

ボルト・ナット結合における締め付けトルクを計算できる。 4 後1
ボルトに作用するせん断応力、接触面圧を計算できる。 4 後1

力学

周速度、角速度、回転速度の意味を理解し、計算できる。 4
向心加速度、向心力、遠心力の意味を理解し、計算できる。 4 後5
各種断面の図心、断面二次モーメントおよび断面係数を理解し、
曲げの問題に適用できる。 4

評価割合
設計書 組立図 部品図 合計

総合評価割合 45 20 35 0 0 0 100
基礎的能力 20 10 15 0 0 0 45
専門的能力 15 5 15 0 0 0 35
分野横断的能力 10 5 5 0 0 0 20


